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Ceftezole(CTZ)は,Cefazolin(CEZ)1)類 縁 化 合

物 の1つ と して 合 成 さ れ た 新 しい注 射用Cephalospor-

in系 抗 生物 質 で あ る。

本 剤 の 抗 菌 ス ペ ク トル は他 のCephalosporin系 抗 生

物 質 と同 じ く,広 域 性 で そ の 作 用 は殺 菌 的 で あ り,臨 床

分離株に対する抗菌力はほぼCEZと 同程度であるとさ

れている。また,本 剤の吸収 ・排泄は筋肉内,ま たは静

脈内投与後,比 較的良好に吸収され,体 内でほとんど代

謝を受けずそのままの形で尿中,胆 汁中に排泄される1)。

われわれは本剤を産婦人科領域において種々の検討を

行ない結果を得たので,以 下報告する。

実 験 方 法

体液内濃度は,B. subtilisPCI219株 を検定菌とす

る寒天平板炉紙法により測定 し,標 準曲線は リン酸緩衝

液を使用 した。

臨床試験は,産 婦人科領域の感染症を対象とし,昭 和

大学病院産婦人科,國 井病院,張 産婦人科において昭和

50年4月 から11月 の8か 月間に行なった。

血 中 濃 度

Fig.1に 示す成績は,2名 の産婦人科入院患者(腎 機

能正常)にCTZ1回500mgを 筋 注した場合の血清

中濃度である。その吸収は速 く,peak値 は30分 にあ

り,20.2～22.4(平 均21.3)μg/mlで あ った。その消

長は急カーブで減少し,1時 問 で16.2～18。2(平 均

17.2)μ9/m1,2時 間で9.4～10.2(平 均9.8)μg/ml,

4時 間で2.8～3.12(平 均2.96)μg/m1,6時 間で痕跡

程度となる。

Fig. 1 Serum levels of CTZ after intramu-

scular injection of 500 mg in women 

(Average of 2 cases)

Table 1 Urinary excretion of CTZ after intramuscular injection of 

500 mg in a woman
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尿 中 排 泄

体重42kg24才 の成人女子に1回500mg筋 注 した

場合の尿中排泄はTable1の とお りで,8時 間内の総

排泄量374.12m9,総 排 泄率74.82%で3時 間に51.52

%,6時 間 内に71.98%の 排泄率であ り,排 泄は腎を通

じ迅速かつ高率であった。

臨 床 試 験

1. 対象および投与方法

21例 の産婦人科的感染症に使用 した。急性膀胱炎(尿

道膀胱炎を含む)4例,腎 孟腎炎(膀 胱炎合併を含む)

3例,術 後子宮労結合織炎2例,術 後骨盤腹膜炎2例,

乳腺炎1例,附 属器炎1例,術 後腹壁術創感染5例,会

陰裂傷感染3例 である。

投与方法は,筋 注,静 注,点 滴静注等,種 々の方法ま

たはその組合わせが行なわれてお り,総 量2.59～71

9に お よんでいる。 併用薬としては抗生剤 および消炎

剤は原則として使用しなかった。

2. 効果判定基準

効果判定には,検 出菌の消長,自 他覚症状の消長,検

査成績の変化などから総合的に判定し,菌 の消失 しない

ものは無効,自 他覚症状の消失程度が著明でないものは

不明とした。

膀胱炎のように判定の容易な例では著効例 を 設 け た

が,他 の感染症では,有 効,不 明,無 効とした。

3. 成 績(Table 2)

1)感 受性試験成績

対象症例から黄色ブ ドウ球菌6株,E. coli 7株,

Klebsiella 2株,Strept.haemoJyticus1株,Ps.

aeruginosa2株,グ ラム陽性球菌2株 およびMicro-

coccus 1株 を検出した。

そのCTZな らびにCEZに 対 するMICお よびdisc

法 に よる感受性態度はTable3に 示すとお りである。

すなわち,黄 色ブ ドウ球菌5株 のMICは0.39～12.5

μg/mlで,CEZとCTZの 間 にはほとんど差がない。

また,Ps. aemginosaに 対 しては,両 者とも800μg/ml

で感受性がない。 いっぼ う,disc法 に よる感受性態度

は,Ps. aeruginosa除 き,ほ とんどがCEZに 感 受

性を示している。

2) 総合効果

上述の基準による判定の結果,著 効3例,有 効13例,

不明2例,無 効3例 の結果を得た(Table 4)。 次 に2

～3の 症例について経過を説明する。

症例4. 23才,産 褥腎孟炎

昭和50年3月29日 に正常分娩 し,産 褥5日 目に39℃

の発熱があり,尿 培養でE.coli(〓)を 検出した。NA

の投与によって解熱 し,産 褥6週 目に突発的に39,3℃

発熱があり入院した。悪寒,腎 部落痛があり,尿 混濁,

蛋 白陽性,沈 渣に赤血球,白 血球多数を認め細菌陽性,

円柱を認めた。 尿培養でE.coli 105/m1を 証明し,

CEZに 感受性があり,白 血球10300,肝 腎機能正常で

あった。CTZ1日1回19,翌 日より1回191日2回

筋注,1回 点滴静注によって治療,3日 で解熱し,5日

間使用で完治した。検査所見も改善され,副 作用はなか

った(Fig.2)。

症例10. 66才,子 宮頸癌術後骨盤子宮労結合織炎

子宮頸癌で子宮広汎性全別術を施行し,術 後,骨 盤腔

に ドレーンを挿入 した。術後6日 目に ドレーンか ら多量

の排膿があり,培 養によってPs. umginosaを 証明し,

感受性は(-)で あ り,1回19,1日2回 の筋注7日 間

を行なったが,排 膿量に変化がな く,菌 も陰性化せず,

無 効と判定 した。

症例8. 29才,骨 盤腹膜炎

前夜から下腹痛および発熱があり,外 科で虫垂炎と診

断され,開 腹手術の結果,骨 盤腹膜炎,子 宮筋腫と判明

した。子宮全別,ダ グラス窩 ドレー ンを設置した。術後

か ら,1回19筋 注 および点滴静注で投与,術 後3日 目

から解熱し,ド レーンからの排液減少を認め,白 血球数

も12800か ら9500に 減少した。有効と判定 し,副 作用も

認められなかった(Fig.3)。

副作用としては,本 剤は他のCephalosporin系 抗生

物質と同じく抗原性が認められるので,全 例に皮膚反応

を行なって反応のないことを確かめてから使用 したが,

反応陽性のものは1例 もな く,臨 床使用後も副作用と思

われる症状は認めなかった。また,使 用前後の血液検査所

見,.血 液生化学検査所見はTable 5に 示 した。これら

の所見では,異 常化を認めた例は,第21例 の子宮全別術

後の術創感染例で,使 用後のGOT,GPTの 上昇を認

めているが,本 例は,手 術中1200mlの 輸 血を行なっ

てお り,そ の影響も考えられるので,CTZに よるか否

かは判然としない。なお,本 例の1か 月後の検査では,

GOT,GPTは それぞれ21,10と 正常域に復している。

以上の成績か ら,CTZの 産婦人科的感染症に対する

臨床効果を認め,副 作用は少ないことを認めた。

考 按

CTZはCEZ類 縁化合物の1つ として合成された注

射用のCephalosporin系 抗生物質である、本剤の抗菌

スペクトラムはCEZと 同様で,緑 膿菌を除いて耐性ブ

ドウ球菌をはじめとし,広 域性であり,と くに,E. coli,

Klebsiella,Pr. mimbilisな どのグラム陰性桿菌に対

しては他のCephalosporin系 よ りも抗菌力が強いとさ
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れている点が特徴的である。この点に関しては,文 献に

みるとおりで1),MICはE. coliに 対 しては6.25μg/ml

を 中心とし,Klebsiellaに 対 しては3.13μg/mlを 中

心としており,CET,CER,CEPな どから1～2,段

階低い濃度である。産婦人科領域では近時グラム陰性桿

菌による感染症の増加が指摘されているので,本 剤はこ

の面において特徴を期待できる。黄色ブドウ球菌に対す

るMICは,わ れわれの測定成績では,0.39～12.5

μg/mlの 間にあり,ほ とんどCEZと 同程度であった。

本剤の吸収に関 しては,吸 収は速やかで,CER,CET

よ り血中濃度のpeakが 高 く,CEZよ りやや低い程

Table 4 Overall results

Table 3 Susceptibility of clinical isolates to various antibiotics

*  Inoculum size 

Upper column 108/ml
Lower column 106/ml
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Fig. 2 H. S. 23 y. Puerperal pyelonephritis Fig. 3 Y. F. 29 y. Pelvic peritonitis 

(Appendicitis, Myoma uteri)

Table 5 Laboratory findings
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度であ り,half lifeは1.1時 間であるとされている。

私の成績もこれを示 しており,peakは30分 にあ り,

21。3μg/mlで 同量のCEZ筋 注時よりやや低い2)。

そして急速に減少 して6時 間では痕跡程度となる。こ

れは本剤の吸収排泄の速いことを示すものといえる。排

泄については他のCephalosPorin系 抗生物質と同じく

腎を通 じて速かに行なわれ,私 の成績では8時 間以内に

74.82%の 尿 中排泄が認められたが,そ の大部分は,最

初の6時 間内であり,文 献にみられる通 りであ り,CEZ

よ りも速い2)。 このことは,本 剤の尿路感染症に対する

治療価値の高いことを示す ものといえよう。

臨床成績では,産 婦人科的感染症に対し,1回500mg

～1.0g筋 注,静 注または点滴静注 ,1日1～3回 の投

与で,21例 中16例,76.2%に 効果を認めた。 これら

症例中には比較的難治な子宮全別手術後の子宮労結合織

炎や,術 創感染が含まれているので,こ れ らを総括して

みると,他 のCephalosporin系 製剤と同程度の効果と

いうことができる。副作用に関しては,本 剤の抗原性は

低いとされているが,な いわけではなく,注 意は必要で

あると思われる。その他には,静 注の場合,注 射速度を

できるだけ緩徐にす るよう注意すべ きであろう。種々の

検査所見に対する影響は,今 回のわれわれの使用範囲で

は認めなかったが,長 期間大量の使用に当っては慎重な

観察を要する。

む す び

新 しいCephalosporin系 抗生物質CTZに つ いて産

婦人科領域で検討を行い,以 下の結果を得た。吸収は良

好で500mg筋 注で20μg/m1以 上 のpeak値 を得た。

排泄は速 く,8時 間以内の尿中排泄率は75%に 達 した。

産婦人科的感染症に対 し臨床効果を認め,副 作用は少な

かった。

文 献

1) OGAWA, H. et al.: Abstract of papers presen-

ted at the 14th Interscience Conference on 

Antimcrobial Agents and Chemotherapy, 

1974

2) 張 南 薫 他:産 婦 人 科 領 域 に お け るCefazolinに 関

す る臨 床 的 検 討。Chemotherapy,18(5):770～777.

1970

CLINICAL STUDIES ON CEFTEZOLE 
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The clinical studies on ceftezole (CTZ), a new derivative of cefazolin, were made in the field of obsterics and 
gynecology. The results obtained were as follows. 

1) The serum levels in 2 patients with normal renal function after intramuscular injection of CTZ were 
determined. The average peak level of CTZ after a single dose of 500 mg reached more than 201.1g/m1 at 30' 
minutes. The urinary excretion rate in the other patients was about 72% within 6 hours. 

2) CTZ was administered at a daily dose of 500 mg to 4 g to 21 patients (7 with urinary tract infections, 5 
with wound infection after operation and 5 with the other various infections). 

Clinical response was excellent in 3 cases, good in 13, undecided in 2 and poor in3, effectiveness rate being 
about 76%. 

No noteworthy side effect was encountered except one case of elevation of GOT and GPT.


